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京都府庁旧館

天橋立

赤れんが倉庫

平等院

国立国会図書館

流れ橋

人口や経済の規模は都道府県で概ね10位台前半の位置付けです。

京都府のすがた

265万人 全国13位 平成17年国勢調査

264万人 全国13位 平成12年国勢調査

10兆 297億円 全国13位 平成17年度

5兆3,193億円 全国22位 平成18年

286万円 全国15位 平成17年度

指定文化財のうち、国宝226件（全国の2割強）

平成20年

平成18年度

平成19年

平成18年度

全国31位

全国13位

全国20位

全国11位

全国の2割弱

面積 4,613km2

10兆2,361億円

府内総生産

6兆1,340億円
工業（製造品）出荷額
※従業員4人以上の事業所

298万円

1人当たり府民所得

2,241件

国指定文化財件数

人口



4
第26回国民文化祭・京都2011

マスコットキャラクター「まゆまろ」

美しい自然

歴史・文化

オムロン（京都市）、京セラ（京都市）、島津製作所

（京都市）、任天堂（京都市・宇治市に工場）、

堀場製作所（京都市）、村田製作所（長岡京市）など

観光入込客 7,799万人

外国人観光宿泊者 96万人

（平成20年）

西陣織、京友禅、京仏壇、

京漆器、京焼・清水焼、

丹後ちりめん など

京都の特性をいかした

「京都ならでは」の

産業構造

大学等の集積

優れた技術

京都府の産業構造

京都府経済は、建都1200年の歴史と文化を土台とした「観光産業」と「伝統産業」、伝統産業の優れた技術と職人

気質に新たな知恵を加えて発展したIT関連等の「ハイテク産業」など、京都ならではの高付加価値の産業構造に強

みがあります。

ハイテク産業

伝統産業 観光産業
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一般会計歳入・歳出決算の状況

地方消費税

清算金

503 (5.9%)

地方譲与税

21 (0.2%)

特定財源

3,242

(38.3%)

使用料・手数料

　 117 (1.4%)

  繰入金

70 (0.8%)

府　税

3,309

 (39.0%)

地方交付税・地方特例交

付金1,405

（16.6%)

国庫

支出金882

(10.4%)

歳　入

8,480
億円

一般財源

 5,238

 (61.7%)

　諸収入・その他

1,024 (12.1%)

府債

1,149

 (13.6%)

平成20年度の京都府歳入歳出決算は下の円グラフのとおりとなっております。高い義務的経費の削減（人件費・公

債費）が課題となっております。

義務的

経費

4,022

(47.5%)

投資的

経費941

(11.1%)

その他

経費

3,501

(41.4%)

出資貸付金

907(10.7%)

積立金

164(1.9%)

補助費等

2,131

(25.2%)

維持物件費

299(3.6%) 災害復旧費

8(0.1%)

普通建設費

933

(11.0%)

公債費

845

(10.0%)

扶助費

101

(1.2%)

人件費

3,076

(36.3%)

歳　出

8,464
億円

自主財源比率：59.2％

歳入総額が19年度比0.2%減、歳出総額が同0.1％減でほぼ前年度並みの決算額

府税収入は景気悪化の影響を受け19年度比53億円、1.6％の減

義務的経費については、給与費プログラムによる人件費削減の取り組み等により、19年度比3.2％の減
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9,324

9,081 9,020
8,854

8,476

8,205
8,370

8,729

8,426 8,470 8,464
8,4808,4938,450

8,787

8,404
8,243

8,498

8,881
9,0539,097

9,365

1.92
1.18 1.47

2.58
1.98

2.88
3.50

4.75

6.39

5.26

2.73

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

億円

0

5

10

15

20
億円

歳入決算額 歳出決算額 実質収支額

一般会計決算額の推移

実質収支は黒字を維持しており、健全な財政運営をおこなっています。
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1,958 1,835 1,930
1,500 1,407 1,357 1,443

562
398 306

275 248 303
573

2,299 2,784

2,892 2,960 2,857 2,377

402 452 449

2,311

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21
９月後

交付税 臨財 府税（右記以外） 府税（税源移譲分）

億円

4,819
4,544

5,019
4,667

4,615 4,517

主な一般財源の収入状況

※項目ごとに端数調整しており、合計とあわない場合がある
※平成20年度の税制改正に伴う平成21年度の地方法人特別譲与税(166億円）は除く

雇用確保や医療確保など様々な行政課題が増加する状況でありますが、一般財源総額は増加していません。

4,393
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　（単位：百万円、％）

区　　分

京都府 0.49871 0.48788 0.47986 0.48049 0.53867 0.59363 0.65084
全　国 0.40573 0.40786 0.41125 0.42806 0.46305 0.49715 0.52062
順　位 10位 11位 12位 16位 13位 11位 10位

京都府 94.1 88.6 92.8 86.9 96.5 98.8 96.9
全　国 91.5 89.1 92.4 92.9 93.5 96.4 95.3
順　位 35位 21位 27位 2位 42位 36位 31位

京都府 10.1 9.9 10.0 9.8 9.2 7.9 6.9
全　国 12.6 12.5 12.6 12.4 12.3 11.8 11.6
順　位 4位 4位 4位 3位 3位 3位 4位

京都府 10.3 10.7 10.9 11.3
全　国 14.5 14.4 14.0 13.9
順　位 1位 4位 6位 9位

京都府 16.6 17.0 17.1 15.5 15.8 15.3 15.4
全　国 21.7 22.0 22.1 21.7 21.4 21.5 21.8
順　位 4位 6位 8位 3位 6位 5位 4位

京都府 13.1 13.1 13.8 12.3 10.9 9.3 8.1
全　国 17.5 17.6 18.4 17.1 16.4 15.7 15.2
順　位 5位 5位 8位 6位 4位 3位 3位

京都府 100.3 99.6 98.1 98.2 100.5 100.2 100.3
全　国 102.2 101.7 99.6 99.6 99.2 99.6 99.1
順　位 44位 43位 39位 37位 13位 20位 19位

公債費負担比率

公債費比率

ラスパイレス指数

財政力指数

経常収支比率

起債制限比率

実質公債費比率

H20H18H17H15 H16 H19H14

主な財政指標の状況

主な財政指標は下記のとおりです。地方税の収入力を示す財政力指数、債務償還の負担の大きさを示す実質公債

費比率や起債制限比率等とも、全国でも上位の良好な位置にあります。

経常収支比率については、19年度より改善しておりますが、引き続き義務的経費の削減に今後も努めていきます。

財政力指数は3か年平均、順位は数値の良い方から。
財政力指数 ： 地方交付税の算定に用いる収入額を需要額で除した値、数値が大きいほど財源に余裕がある
経常収支比率 ： 経常経費に充当した一般財源の額を経常的に収入される一般財源の額で除した比率、おおむね70～80％の間が好ましい、財政構造の弾力性を測定する比率
起債制限比率 ： 公債費に充当した一般財源の標準財政規模に対する割合で、普通交付税で措置される分を除いたもの、20％を超えると起債の許可に制限が加えられる
実質公債費比率 ： 起債制限比率の算定対象とされた公債費に加え、公債費に準ずる経費（公債費に相当する債務負担行為に係る支出）や減債基金残高（理論上の残高に対する不足率）等を加味した割合、

18%を超える場合は地方債の発行に際して許可が必要とされている
公債費負担比率 ： 公債費に充当した一般財源の一般財源総額に対する割合、15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている
公債費比率 ： 公債費の一般財源に占める割合で、地方債の活用において、後年度負担の限度を計数的に示す。通常10％以内が望ましいとされる



10
第26回国民文化祭・京都2011

マスコットキャラクター「まゆまろ」

普通会計、公営企業会計ともに、実質赤字はなく、赤字比率は算定されません。

実質公債費比率及び将来負担比率についても、「早期健全化基準」を大きく下回っています。

公営企業の全ての会計において資金不足がないため、資金不足比率は算定されません。

健全化4指標及び資金不足比率の状況

指標の名称 数 値 指標の説明及び本府の状況 計算式

－%
普通会計の実質赤字額

早期健全化基準 3.75% 標準財政規模の額

財政再生基準 5.00%

－%
全会計の実質赤字額

早期健全化基準 8.75% 標準財政規模の額

財政再生基準 15.00%

（A＋B）－（C＋D）

E－C

早期健全化基準 25.0%

財政再生基準 35.0%

A－B
C－D

早期健全化基準 400.0%

財政再生基準 ―

A…将来負担額
B…将来負担額に充当可能

な財源
C…標準財政規模の額
D…元利償還金等に係る基

準財政需要額算入額

245.2%
（全国26位）将来負担

比率

公社、出資法人等を含めて、
普通会計が将来負担すべき
実質的な負債の標準財政規
模に対する比率

本府は早期健全化基準であ
る400％を大幅に下回ってい

る

A…地方債の元利償還金
B…地方債の元利償還金に

準ずるもの
C…元利償還金の財源に充

てられる特定財源
D…元利償還金等に係る基

準財政需要額算入額
E…標準財政規模の額

11.3%
（全国9位）実質

公債費

比率

普通会計が負担する実質的
な公債費の標準財政規模に
対する比率

本府は早期健全化基準であ
る25％を大幅に下回っている

全会計における実質赤字の
標準財政規模に対する比率

本府は実質収支が黒字、公
営企業に資金不足はないた
め、比率は算定されない

連結実質

赤字比率

普通会計における実質赤字
の標準財政規模に対する比
率

本府は実質収支が黒字であ
り、比率は算定されない

実質赤字

比率

〈 将来負担比率の算定内容 〉

1,092,724
803,205

699,022

35,052

69,130

1,895,929

0

23,953

0

0

23,953

301,486

49,253

11,982

1,509,255

分子

充当可能財源等

府債の残高に普通交付税の算入割合を乗じて見込額を
算定

基準財政需要額
算入見込額

地方債の償還財源に充てることのできる公営住宅使用
料等の特定の歳入の額を算定

充当可能特定歳入

全基金残高のうち、地方債償還財源へ充当可能な額を
算定

充当可能基金

将来負担額計

該当なし
組合等連結実質
赤字額負担見込額

全会計ベースの実質赤字額を算定連結実質赤字額

第三セクター等への損失補償額のうち、負担が見込まれ
る額を算定

第三セクター等

土地開発公社の負債のうち、負担が見込まれる額を算
定

土地開発公社

道路公社の借入金残高等の負債のうち、負担が見込ま
れる額を算定

地方道路公社

設立法人の負債額等
負担見込額

職員全員が前年度末に自己都合で退職すると仮定した
場合に支給すべき退職手当を算定

退職手当負担見込額

該当なし組合等負担等見込額

普通会計以外の特別会計に係る地方債の償還等に充て
る繰入見込額を算定

公営企業債等
繰入見込額

債務負担行為として予算に計上しているもののうち、公
債費に準じるものを算定

債務負担行為に
基づく支出予定額

満期一括債償還分を含む地方債の実現在高地方債の現在高

算定内容算定値（千円）項 目
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京都府政改革の取組

一律カットにより財政再建団体への転落を回避

バブル経済の崩壊に伴う税収の大幅減による急激な収支悪化のもとで、給与と事業費の一律

カットによって、677億円の健全化を達成（目標額650億円）し、財政再建団体への転落を回避

財政健全化指針の取組（平成11年度～15年度）

府民サービスに直結しない内部組織・業務を徹底して簡素化

引き続き厳しい財政状況の中で、税金の有効活用を図り、給与費プログラムによる府民サービ

スに直接結びつかない内部組織・業務の徹底的な簡素化や公債費プログラムの推進など、目

標を上回る561億円の収支改善を達成（目標額500億円）

経営改革プランによる取組（平成16年度～20年度）

人材・資金・施設等の限られた財産を府民満足という一点に集中

依然として厳しい収支見通しの中で、府民視点を徹底し、府民ニーズを基に事業仕分けや地域

協働を進めるとともに、同じ予算額でもより大きな効果を上げるよう業務プロセスの簡素化や強

みを伸ばす人材の強化育成に努め、不安定な景気の中で持続的・安定的な府民サービスを確

保し、府民満足の最大化を目指す。600億円の収支改善を予定

府民満足最大化プランによる取組(平成21年度～25年度）
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経営改革プランの取組実績

公債費プログラムの推進など、目標を上回る約560億円の収支改善を達成しました。

改革の目指すべき方向
分権時代にふさわしい持続可能な財政構造の確立

府民発・府民参画・府民協働による府民本位の京都府づくり

取組方策

府民サービスに直結しない内部組織・業務を徹底して簡素化し効果的・効率的
な行政経営体制の確立

集中と選択による施策の見直し

事業手法の改革

府民・民間企業・市町村との役割分担と協働

長期的視点に立った健全な財政運営

戦略的な自主財源の確保

課税体制の再構築

業務改革の推進 316億円（目標額250億円）

職員定数の減、公共投資の重点化 等

集中と選択による施策の見直し 148億円（目標額150億円）

アクションプランによる施策の重点化

戦略的な自主財源の確保 97億円（目標額100億円)
税源涵養につながる産業施策の展開、徴税率の向上 等

取組成果 561億円
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その他 交付税措置のあるもの 臨時財政対策債 退職手当債

億円

約1,900億円

今後の公債費の増

府債残高を平成25年度に減少

普通建設事業の事業量で調整

府債発行額の推移

学校、福祉、警察、病院など生活関連施設の整備

→ 府民ニーズに即して年次計画により着実に整備

→ 公共事業について、整備箇所の重点化と施工マネジメントを

推進

公債費
（臨時財政対策債、
災害復興関連起債除く）

877億円
平成17年度

当初予算額
普通建設事業費
（災害復興関連事業除く）

1,012億円

実質投資的経費（公債費＋普通建設事業費）を原則､
平成17年度ベースに抑制

平成16年度から府債発行額を抑制し、特に平成18年度から、

「公債費プログラム」による投資抑制に努めた結果、臨時財

政対策債、退職手当債を除いた府債発行額は年600億円程

度の水準となっています。

1,155

854 877

1,160

1,267

1,146 1,108

979
1,026

1,149

H10～20は決算ベース

※発行額ベース：歳入額と異なる

経営改革プランの一環として、公債費と普通建設事業費を

総額抑制する「公債費プログラム」を実施しています。

1,271
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（臨時財政対策債、災害復興関連起債除く）

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

12,000

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

平成18年度決算時に
約25億円改善

平成19年度決算時に
約52億円改善

府債残高の見込み

平成25年度には府債残高減少へ

満期一括償還（市場公募債）に移行を進めており、償還が始まる平成24年度までは府債残高は上昇しますが、公

債費プログラムの取組により、平成25年度以降は減少に転じます。

（単位：億円）

平成20年度決算時に
約30億円改善
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0

250

500

750

1,000

1,250

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

府債管理基金 緑と文化の基金 その他

億円

基金残高の推移

府債管理基金は、必要額を確保しています。

区分 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

財政調整基金 0 0 0 0 0 0

424

101

379

904

0

府債管理基金 345 420 396 721 608 456

緑と文化の基金 100 100 100 100 101 102

その他 489 462 392 367 383 513

合計 934 982 888 1,188 1,092 1,071

※財政調整基金の「0」は1億円未満の残高を表す
土地基金の一部（46億円）を除き

全て現預金・債券で運用しています。

（単位：億円）
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億円

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

府税収入 徴収率

府税収入と徴収率の推移

全国でもトップクラスの徴収率を維持しています。

年度 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13

45 46 44 45 39 42 3238

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

全国
順位

30 30 26 10 4 4 4

％
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「府民公募型安心・安全整備事業」の概要

全国初となる“府民参加型”の無駄のない公共事業を導入し、行政経営改革の取り組みを推進します。

公募に基づき、地域や市町村と連携の上、事業箇所を決定

目的

府が管理する道路や河川、施設において、府民が
日頃から感じている身近な安心・安全のための改善
箇所を公募し、地域や市町村からの要望とともに事
業箇所を決定する府民参加型の新しい公共事業の
事業手法を導入し、府民の府の施設に対する関心
や地域に密着した身近な安心・安全の向上を図る

対象施設

対象事業

府が管理する道路や河川、施設にかかる府民の身
近な安心・安全のための工事に限定

具体例：道路の段差解消、ガードレール設置、
信号機の設置、河川の防護柵設置 等

応募状況
約 ２，３００ 件

（公募期間：平成２１年４月１５日～９月３０日）

審査基準ガイドライン

技術審査：行政（市町村も参加）によるチェック

◆第１段階チェック第１段階チェック

工事の種別・公共性・工事の規模による仕分け

◆第２段階チェック◆第２段階チェック

①公共事業としての必要性、地域づくりとの整合性

②技術上の適合性

③速効性

審査委員会(公開)：行政＋民間（学識者等）による審査

◆総合審査

技術審査をもとに総合的に判断
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府民満足最大化プランの概要

行政経営改革の推進により、京都府の未来づくりを進めます

府民満足を最大化するための5つの視点

1 府民ニーズ第一の視点

府民ニーズを何よりも重要視

府民との相互理解を深めながら事業の重点化を行うとともに、事業の取捨選
択の段階から積極的に府民参画を求め、府民第一の視点を徹底

2 地域協働の推進・事業仕分けの視
点

事業仕分けの徹底とさまざまな主体が協働して地域を支える仕組みの確立

最もふさわしい事業のあり方について仕分けを徹底し、府民と力を合わせた
形で効果的な事業展開を図る

3 業務プロセスの徹底した簡素化の
視点

業務プロセスの見直しで効果を増大

公共事業の前倒し完成等、早期かつ集中的な事業実施により、同じ投資額
でより大きな効果を上げるなど、税金の有効活用の観点から業務プロセスの
徹底した簡素化に取り組む

4 人材強化育成の視点

職員一人ひとりの強みを伸ばし、力を引出す

高度化・複雑化する府民ニーズに対応できる専門性の高い職員の育成と、総
合力を有する職員の育成による複線型の人事管理を進めるとともに、協働型
事業の展開の中で、共通の課題を持つ多くの府民とふれあうことにより、職
員の資質向上を図る

5 持続的・安定的供給の視点

持続的・安定的な行財政構造を構築

景気の動向などに財政が大きく左右される中で安定的な行政運営に努める
ため、給与費プログラム・公債費プログラムの柔軟な運用を図りながら、中長
期の見通しの下に目標を定めて持続的・安定的な行財政構造を構築



起債の運営について

第２６回国民文化祭・京都2011

マスコットキャラクター「まゆまろ」
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

100 200

200

20年債 250 250

共同発行債 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 500

400

200

600 50

住民参加型（5年） 50 50

5050 100

合計

5年債

200

250

300

10年債 600

50合計 50 50 50 1,700

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

100 100

20年債 200

共同発行債 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600

150

200

350 50

住民参加型（5年） 50 50

5050 100

100

合計

5年債

200

350

300

10年債 400

50 250合計 50 50 50 1,550

発行実績及び本年度計画

京都府の市場公募債の発行実績及び本年度計画

〈平成20年度〉

〈平成21年度〉

（単位：億円）

（単位：億円）

200
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問い合わせ先

電話 075-414-4415
ＦＡＸ 075-441-7308

主査 山口 正樹
m-yamaguchi31@pref.kyoto.lg.jp

主任 上谷 久高
h-uetani33@prer.kyoto.lg.jp

財政課URL http://www.pref.kyoto.jp/zaisei/index.html

京都府総務部財政課 予算担当

mailto:m-yamaguchi31@pref.kyoto.lg.jp
mailto:h-uetani33@prer.kyoto.lg.jp
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